
川口市 

スクールガード 

活動マニュアル 

川 口 市 教 育 委 員 会

～「子供たちの安心・安全の確保のために」～



○登下校指導

・子供たちの安全確保のため、学校周辺や危険箇

  所などに立って見守りや指導を行います。

（子ども同士のトラブルやいじめではないかという場面を

見かけた際は学校への情報提供をお願いします）

○通学路安全パトロール

・見守り活動と同時に通学路の危険箇所等を点検

  し、学校に情報提供します。

○学校内外の安全点検

・教員とは違った視点で校舎や学校周辺の危険箇

  所を点検し、学校に情報提供します。

○防犯教室や地域安全マップづくりなどへ
 の参加や協力
・学校で行う防犯に関する行事などに参加したり

  安全マップ作成の活動に協力して、子どもたち

  へのアドバイスをします。

代表的な活動例をあげました。

学校と相談し、できる範囲の活動から始めていくことが

大切です。些細な活動でも、継続することが何より重要

です。



○目立つ色の服装で活動する。
       （推奨：蛍光色）
 ・ベスト、ジャンパー、帽子、たすき等 
のユニフォーム

○携帯品は、
 ・メモ帳等の筆記具、ホイッスルや防犯ブザー
（他にもカメラなど画像を記録できるものがあると
 なお良いと思います。）
○危険場所のポイントに注意。
○子供たちへの声かけを。
 ・あいさつや注意喚起、「○○に気を付けてね」
  などの言葉かけ
○複数で活動する。（見守り隊等の方との共同を）
 ・スクールガード自身の安全確保のため
○交通安全に配慮する。

     ※危険発生時には・・・

○子供を被害から守ることを第一に考える。
 ・子供を（自分も）危険から遠ざける。
○自分自身の安全を確保する。
○時間、場所、不審者等の様子などをすぐに書き 
 留める。
○学校、警察、必要に応じて消防（救急車）への
連絡を迅速に行う。



○警察・消防・学校への連絡
 ・救急車の要請と事故発生状況を迅速に。
○目撃情報のメモ
○子供の救護（必要に応じて）
 ・けがの状況によっては、応急処置が必要です。
  近くにいる人に協力を求め、救急車が到着する
  までの処置をします。
  ①周囲の安全確保

安全確認し、危険な場所ならば安全な場所へ移動
  ②容態観察

意識・呼吸の有無、けがの様子・出血
  ③応急手当

気道の確保・止血・口中の異物除去・心肺蘇生等

○警察・学校への連絡
○目撃情報のメモ
○子供の救護
・学校、子供の自宅へ送り届ける。

 ・子供の心のケアに配慮してください。
  「一緒にいる」「安心できる場所に移動する」
  「話を聞く」など

見守り活動中に、

   子供が交通事故に遭ってしまったら・・・

不審者を発見・目撃したときには・・・

※心肺蘇生（心臓マッサージ＋人工呼吸、ＡＥＤ 
 使用）、応急手当などを内容とした 「救命講習」
 が消防署などで実施されています。 

 （地元の消防署などに問い合わせてください。）



！ 危険発生時のメモ  ー

警察や学校などに、正確な情報を伝えるために、

その場で・すぐメモに取ることが大切です。

○い つ  月・日・曜日・時刻

○どこで  町名・番地や目印になる建物や店舗、

      電柱の記号番号 可能であれば、カメラの活用が

○不審者（加害者）等の様子 非常に有効です。

  身なり・服装、体つき、自転車・バイク・自動車

  などの乗り物（可能ならナンバー）、凶器の有無等

○子供の様子  けがの有無・容態 など

※人の記憶は、時間とともに失われる・印象深いことが

 増大する等の特徴を持っています。記憶が確かなうち

 にメモを取ることを日頃から心がけてください。

※下のメモ欄等を活用ください。

いつ：  月  日  曜日 

     時  分  頃 

どこ： 

メモ： 

メ  モ  欄



！ こんなときは ・ ・ ・  ー

○小学校への連絡

 ・該当の学校への連絡が必要なときは、小学校から
  してもらうようにしてください。
○複数で対応

 ・相手に注意喚起の言葉かけをしなければならない
  場合には、安全確保のため必ず複数で話をしてく
  ださい
○怖がっている子供と一緒に歩く（通る）

・子供に安心感を与えるには、一緒に行動するのが
  一番です。
 ・できるだけ早く、その場から離れるように配慮し
  てください。

○苦情を聞く
・相手の方の話を聞き、どのような苦情なのか、
  内容をつかんでください。
○活動の登録をしている学校や教育委員会等への
 連絡と相談
 ・苦情の内容や相手について伝え、対応について
  相談をしてください。

下校途中などで、中・高校生や大人などの集団がいて、
小学生が怖がっている・・・

地域の人などから苦情を言われたら・・・



○入りやすい

 ・出入り口がたくさんあったり、どこからでも
  出入りができたりする所
  （侵入路や逃げ道が確保しやすい）

○見えにくい

 ・塀や壁、生け垣などに囲まれている所
  （人の視線がさえぎられ、死角をつくり隠れる
   ことができる）

○人の関心が薄い

 ・ゴミや落書きが放置されていたり、草が茂って
  いたりするなど、人の手がかけられていない所。
  （犯罪を犯しても、見逃される）

以下に示したのは、犯罪が起こりやすいと言われる場所の
特徴です。パトロールの視点、子供たちに注意を呼びかけ
る際の参考にしてください！

※放置されている粗大ゴミ等を見付けたら・・・

 学校へ連絡・相談し、市役所の担当課、警察など
 の関係機関、場合によっては該当する自治会・町
 会などに知らせて、しかるべき方法で処理をして

 もらってください



※子供たちの安全を守るだけでなく、犯罪者を

寄せ付けない雰囲気が醸成されるなど、スク

ールガードの活動が地域全体の防犯に貢献す

ると言われています。

  「守る」活動をする多くの人の姿が犯罪者

をその地域から遠ざける要因になります。

学校と連携して
○学校内外での子供たちの安全を確保する

○安心して安全に学習できる環境を守る



安心、安全な川口
ま ち

づくりのために！ 

学校：         学校

 電 話 番 号

 ＦＡＸ番号

警察：        警察署

 電 話 番 号

 ＦＡＸ番号

川口市教育委員会 指導課

 電話番号 ２５９－７６６２

 ＦＡＸ番号２５３－６２６０

その他の連絡先（名称）

 電話番号

 ＦＡＸ番号



氏   名：

活動している

学 校 区

（市町村・学校）


